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足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り

両
国
花
火
大
会

８
月
15
日
、
第
31
回
足
寄
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
両
国
花
火
大
会
（
実
行
委
員
会
主
催
）
が

町
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
と
利
別
川
河
川
敷
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
子
ど
も
縁
日
の
会
場
が

町
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
内
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、

町
内
外
か
ら
約
１
２
，
０
０
０
人
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

は
午
後
１
時
に
ス

タ
ー
ト
し
、
町
民

セ
ン
タ
ー
内
で
は
各
種
シ
ョ
ー
や

足
子
連
（
町
地
域
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
）
出
店
の
子
ど
も
縁

日
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
町
卓
球
連

盟
に
よ
る
卓
球
体
験
コ
ー
ナ
ー
が

開
か
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は

Ｓ
Ｔ
Ｖ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
、
フ
ァ
イ
ビ
ー
＆
フ
ァ
イ
ニ

ー
シ
ョ
ー
や
ラ
フ
→
チ
ケ
ッ
ト
の

お
笑
い
シ
ョ
ー
、
あ
っ
ち
幾
三
の

も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
大
勢
訪
れ
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
縁
日

で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
輪
投
げ
や

射
的
な
ど
の
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
大
道
芸
人

の
ク
マ
さ
ん
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
や
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。降

る
中
行
わ
れ
た

子
ど
も
盆
踊
り
は
、

浴
衣
や
甚
平
姿
の
子
ど
も
た
ち
が

足
寄
音
頭
に
合
わ
せ
て
元
気
よ
く

踊
っ
て
い
ま
し
た
。
仮
装
盆
踊
り

に
は
個
人
の
部
に
10
組
、
団
体
の

部
に
７
組
が
出
場
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
と

踊
り
を
披
露
し
、
観
客
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

花
火
大
会
（
十
勝

毎
日
新
聞
社
共
催
）

は
「O

p
en

in
g
 P

assio
n

」
「
花

火
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
２
０
１
０
」

「N
ex

t G
en

eratio
n

」
の

３

部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
降
っ
て
い
た
雨
も
や
み
、
中

国
花
火
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
約

８
，
０
０
０
発
の
花
火
が
色
と
り

ど
り
に
夏
の
夜
空
を
埋
め
尽
く
し
、

観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

祭
り

雨
の

両
国

ファイビー＆ファイニー

卓球体験コーナー

ラフ→チケット

子ども縁日

あっち幾三

クマさん

仮装盆踊り個人の部優勝

リョウジンカン

仮装盆踊り団体の部優勝　おけさおどり
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足寄町職員の給
与
と
職
員
数

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
町
職
員
の
給

与
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を

ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
あ
ら

ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　平成17年度から公務員制度の公平性、透明

性の確保などを目的に、給与等の状況のほか

人事行政の運営等、各市町村の制度がどのよ

うになっているかを公表することが義務付け

られています。

　足寄町のホームページ（http://www.town.

ashoro.hokkaido.jp）でも公表していますの

でご覧ください。

職員の給与に関してご不明な点は、総務課総務室職員担当までお問い合わせください。

☎２５－２１４１内線３２３

■人件費の状況（普通会計）

年　　　　　度 平成20年度

歳 出 総 額 8,758,004千円

人 件 費 1,326,962千円

人 件 費 率 15.2％

人件費のうち職員給与 1,984,670千円

職 員 給 与 比 率 11.2％

人件費には、議会議員や非常勤特別職の報酬、町長
など特別職の給与、職員の給与、退職手当組合負担
金などが含まれています。

■級別職員数（一般行政職）
（平成21年４月１日現在）

区 分 標準的な職務 職 員 数

６ 級
課　長

参　事
  11人

５ 級
室　長

主　幹
  30人

４ 級 主　査   32人

３ 級 主　任   27人

２ 級
主　事

技　師
  12人

１ 級
主　事
主事補
技師補

    8人

計 120人

・区分は足寄町給与条例によります。
・標準的な職務内容とは、それぞれの級の
　代表的な職務です。

■年齢別職員構成の状況
（平成21年４月１日現在）

区　分 職員数 区　分 職員数 区　分 職員数

20歳未満   0人 32～35歳 25人 48～51歳   25人

20～23歳   3人 36～39歳 22人 52～55歳   24人

24～27歳 14人 40～43歳 26人 56～59歳   30人

28～31歳 25人 44～47歳 23人 60歳以上     5人

合　計 222人

■期末・勤勉手当支給率
（平成21年４月１日現在）

区　　　分 期末手当 勤勉手当 加　算　措　置

足寄町

６月 1.4月分 0.75月分

有 役職による加算12月 1.6月分 0.75月分

計 3.0月分 1.50月分

国

６月 1.4月分 0.75月分

有 役職による加算12月 1.6月分 0.75月分

計 3.0月分 1.50月分

■職員の主な手当の状況

（平成21年４月１日現在）

手当の名称 内容および支給（額）単価

扶 養 手 当 

配偶者 13,000円

扶養親族１人につき 6,500円

配偶者のいない扶養親族１人目  11,000円

満16歳の年度始めから満22歳の年度末まで

の子１人につき 5,000円加算

住 居 手 当

家賃の額に応じ25,500円を限度に支給

持家の場合　新築から５年 18,500円

　　　　　　６年以降 16,000円

通 勤 手 当

交通機関利用者

　運賃の額55,000円を限度に支給

自動車等利用者　片道２㎞以上

　距離に応じ2,000～24,500円支給

管理職手当
課長等の職　給料月額×10％

室長等の職　給料月額×８％

寒冷地手当

基準日に在職する職員に支給

世帯主　扶養親族あり 131,900円

　　　　扶養親族なし 72,900円

その他の職員 51,700円

■職員の初任給の状況
（平成21年４月１日現在）

区　　　　　　　分 給 料 額

一般行政職

大学卒
足寄町 172,200円

国 172,200円

高校卒
足寄町 140,100円

国 140,100円

■特別職等の報酬等の状況
（平成21年４月１日現在）

区 分 給　　料 期　 末　 手　 当

町　長 740,000円 ６月期　給料月額×1.9月分

副町長 610,000円 12月期　給料月額×2.1月分

教育長 560,000円 　　　　計　　　　4.0月分

■職員の平均年齢・平均給料月額・平均給与
月額の状況

（平成21年４月１日現在）

区　分
一　般　行　政　職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

足 寄 町 43.6歳 343,100円 379,712円

類似団体 43.7歳 326,346円 357,026円

国 41.5歳 325,521円 391,770円

平均給与月額には時間外勤務手当と特殊勤務手当を含
んでいません。これは、国家公務員の公表数値にこれ
ら手当が含まれていないため、同じ算出方法で比較す
るために除いているものです。

■議会議員の報酬等の状況
（平成21年４月１日現在）

区 分 報　 酬 期　 末　 手　 当

議　長 250,000円 ６月期　報酬月額×0.6月分

副議長 210,000円 12月期　報酬月額×0.6月分

議　員 190,000円 　　　　計　　　　1.2月分

■退職手当の支給率
（平成21年４月１日現在）

区　分 勤 続 年 数 自 己 都 合 勧奨・定年 そ の 他 の 加 算

足 寄 町

勤続20年 23.50月分 30.55月分 ・定年前早期退職特例措置

勤続25年 33.50月分 41.34月分 　２～20％加算

勤続35年 47.50月分 59.28月分 ・勧奨による退職時特別昇給

最高限度 59.28月分 59.28月分 　８～12号給

国

勤続20年 23.50月分 30.55月分 ・定年前早期退職特例措置　

勤続25年 33.50月分 41.34月分 　２～20％加算

勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度 59.28月分 59.28月分

用語解説
給　　与＝勤務の対価として職員に支払われる、

給料、手当など
給　　料＝給与から手当を除いたもの
普通会計＝収益事業・公営企業を除いた特別会

計と一般会計の合計
類似団体＝人口および第２次・第３次産業人口

比率の類似している団体
一般行政職＝税務職、福祉職、医療職、看護保健

職、企業職、技能労務職以外の職種
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国
際
交
流
員

平
成
22
年
10
月
１
日

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

リ
ア
・
パ
ー
さ

 

ん

が
帰
国

　

足
寄
町
国
際
交
流
員
の
リ
ア
・
パ
ー
さ
ん

が

５
年
間
の
任
期
を
終
え
、
８
月
25
日
に
帰
国

し
ま
し
た
。

　

リ
ア
さ
ん

は
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ラ
ブ
さ
ん

の
後

任
と
し
て
姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
タ

州
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
市
友
好
協
会
の
推
薦

を
受
け
、
平
成
17
年
９
月
に
第
８
代
目
の
国

際
交
流
員
と
し
て
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
ア
さ
ん

は
、
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室
に

勤
務
し
、
町
内
小
・
中
学
校
に
お
け
る
英
語

指
導
や
保
育
園
な
ど
で
の
英
語
活
動
を
行
っ

た
ほ
か
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、
多
く
の
町
民
の
方
々
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
書
道
や
三
味

線
教
室
に
通
う
な
ど
、
日
本
の
文
化
を
吸
収

し
よ
う
と
努
力
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
食

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
特
に
、
天
ぷ
ら
や
豚

丼
、
お
で
ん
が
お
気
に
入
り
に
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。

　

帰
国
に
あ
た
り
、
リ
ア
さ
ん

か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

５
年
間
と
い
う
年
月
は
、
私
に
と
っ
て
驚

く
ほ
ど
早
く
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
、

帰
国
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に

足
寄
町
を
去
る
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
。

　

２
０
０
５
年
３
月
に
国
際
交
流
員
の
募
集

記
事
を
見
つ
け
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
夢
に
見

て
い
た
日
本
に
行
く
最
高
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と

喜
び
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
国
際
交
流
員
と

し
て
働
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
文
化
に

じ
か
に
触
れ
る
機
会
を
頂
け
た
こ
と
は
本
当

に
幸
運
で
し
た
。

　

国
際
交
流
員
と
し
て
５
年
間
活
動
し
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
で
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の

方
々
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
小

学
校
や
保
育
園
で
の
仕
事
で
し
た
。
足
寄
保

育
園
ど
ん
ぐ
り
で
行
っ
た
英
語
ク
ラ
ブ
「
ペ

ピ
ー
キ
ッ
ズ
（
写
真
①
）」
を
昨
年
か
ら
は

町
内
３
カ
所
の
へ
き
地
保
育
所
で
も
始
め
、

子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教

く
れ
て
い
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
書
道
や
三
味

線
（
写
真
②
）
を
習
い
ま
し
た
。
日
本
に
来

た
ば
か
り
で
う
ま
く
日
本
語
を
話
せ
な
い
私

に
、
優
し
く
教
え
て
く
れ
た
両
先
生
に
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
書
道
は
今
年
６
月
、

初
段
に
合
格
し
雅
号
「
湖
春
」
を
取
得
し
ま

し
た
。
三
味
線
は
町
民
芸
術
祭
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
で
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

足
寄
町
で
の
生
活
は
本
当
に
楽
し
く
、
多

く
の
素
晴
し
い
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
思
い
出
を
胸
に
、
帰
国
し

て
か
ら
も
足
寄
町
で
で
き
た
友
人
た
ち
と
交

流
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
カ
ナ
ダ
へ
帰

る
こ
と
は
楽
し
み
で
あ
る
と
同
時
に
悲
し
く

も
あ
り
ま
す
。
足
寄
町
で
出
会
っ
た
人
や
数
々

の
経
験
は
、
ま
さ
に
〝
一
期
一
会
〟
で
す
。

私
の
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
足
寄
町
民
の
一
員
と
な
れ
た
こ

と
に
誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。
私
を
受
け
入

れ
て
く
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

〝
そ
れ
で
は
、
ま
た
会
う
日
ま
で
�
〟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ア
・
パ
ー

え
る
こ
と

は
大
変
だ

と
聞
い
て

い
ま
し
た

が
、
足
寄

町
の
子
ど

も
た
ち
は

元
気
い
っ

ぱ
い
で
全

く
大
変
と

感
じ
ま
せ

ん
で
し
た
。

私
は
い
つ

も
楽
し
く

英
語
を
教

え
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
が
、

そ
れ
と
同

じ
く
ら
い

子
ど
も
た

ち
も
私
と

の
時
間
を

楽
し
ん
で

10
月
１
日
、
国
勢
調
査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し
て
行
い
、
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
国
の
最
も
基
本
的
な

統
計
調
査
と
し
て
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
以
来
５
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
の
意
義
と
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
の
沿
革
（
人
口
等
）

第
１
回　

大
正
９
年�

５
５
９
６
万
人

　

国
勢
調
査
を
開
始

第
11
回　

昭
和
45
年�

１
億
０
４
６
７
万
人

　

人
口
１
億
人
突
破

第
18
回　

平
成
17
年�

１
億
２
７
７
７
万
人

　

国
勢
調
査
人
口
の
ピ
ー
ク

第
19
回　

平
成
22
年
10
月
１
日
に
実
施

　
　

今
回
の
調
査
は
、
本
格
的
な
人
口
減
少

社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る
最
初
の
国
勢
調

査
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る
た
め
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
最
新
の
人
口
や
世
帯

を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
も
の
で
す
。
ま

た
、
国
勢
調
査
は
、
日
本
だ
け
で
は
な
く

世
界
各
国
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
日
本
は

「
２
０
１
０
年
ラ
ウ
ン
ド
世
界
人
口
セ
ン

サ
ス
計
画
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

◆
調
査
期
日
・
調
査
の
対
象

　

平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
、
日
本
国
内
に

普
段
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
と
し

て
調
査
を
行
い
ま
す
（
日
本
に
居
住
す
る
外

国
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
）
。

◆
調
査
の
流
れ

　

調
査
は
、
地
区
を
担
当
す
る
国
勢
調
査
員

が
９
月
下
旬
に
各
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
票

を
配
布
す
る
方
法
で
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
後

は
、
す
べ
て
の
調
査
票
が
総
務
省
統
計
局
に

集
め
ら
れ
、
独
立
行
政
法
人
統
計
セ
ン
タ
ー

で
集
計
さ
れ
ま
す
。

◆
調
査
項
目

　

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
５
年
前
の
住

居
の
所
在
地
、
就
業
状
況
、
従
業
地
・
通
学

地
、
住
居
の
種
類
な
ど
20
項
目
で
す
。

◆
調
査
票
の
提
出

　

今
回
の
調
査
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
意
識

の
高
ま
り
に
対
応
し
、
配
布
さ
れ
た
封
筒
に

調
査
票
を
入
れ
封
を
し
て
調
査
員
に
手
渡
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昼

間
不
在
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

郵
送
で
も
提
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

統
計
法
で
は
、
調
査
対
象
者
が
安
心
し
て

調
査
票
に
記
入
い
た
だ
け
る
よ
う
、
調
査
員

を
は
じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者
に
対
し
て
、

調
査
票
の
記
入
内
容
を
厳
重
に
保
護
す
る
こ

と
を
定
め
て
い
ま
す
。
調
査
票
に
記
入
い
た

だ
い
た
内
容
は
、
統
計
の
作
成
に
関
連
す
る

目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

集
計
が
完
了
し
た
後
に
は
調
査
票
を
溶
か
し

再
生
紙
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
調
査
結
果
の
利
用

　

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
少
子
高
齢
化
や
就

業
・
雇
用
な
ど
の
実
態
を
地
域
ご
と
に
明
ら

か
に
し
、
直
面
し
て
い
る
重
要
課
題
に
対
す

る
施
策
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

・
法
定
人
口
と
し
て
の
利
用

　
　

衆
議
院
小
選
挙
区
の
画
定
の
基
準
、
都

道
府
県
・
市
町
村
議
会
の
議
員
定
数
の
基

準
、
地
方
交
付
税
の
交
付
金
算
定
の
基
準

な
ど

・
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
の
利
用

　
　

福
祉
施
策
、
生
活
環
境
整
備
、
防
災
対

策
等
の
国
・
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
の
実
施
や
計
画
の
策
定　

な
ど

・
教
育
、
民
間
な
ど
広
範
な
分
野
で
利
用

　
　

人
口
学
、
経
済
学
等
の
学
術
研
究
、
人

口
の
将
来
推
計
、
小
・
中
学
校
等
の
教
育

用
資
料
、
企
業
の
需
要
予
測
や
店
舗
等
の

立
地
計
画　

な
ど

国
勢
調
査
ｅ

－

ガ
イ
ド

h
ttp

://w
w

w
.stat.g

o.jp
/d

ata/k
ok

u
sei

/2010/k
ou

h
ou

/in
d
ex

.h
tm

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
９

あ
な
た
の
調
査
票
に
は
、

日
本
の
未
来
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。

調
査
票
へ
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

①

②
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８.５-６ アウトドア体験

　町特別養護老人ホームあゆみの園で利用者

や家族などが参加して夏まつりが開かれまし

た。会場では職員とボランティアが焼き鳥や

フランクフルトなどの料理を振る舞いました。

ステージでは町内で活動する A
あ み じ ゃ か ん

mijya神が演

奏を披露し、参加者は曲に合わせて手拍子や

歌を歌い楽しみました。

　第16回芸能発表会が町民センターで開催さ

れ、町文化協会に加盟する団体から延べ１２

０人が出演しました。和太鼓や民謡、詩吟、

カラオケ、三味線など30演目が披露され、会

場に詰め掛けた１８０人の観客から大きな拍

手が送られました。またお昼には麺打ち同好

会が１５０食分のそばを振る舞いました。

７.26 健闘を誓う

７.24 夏まつり

７.25 練習の成果を披露

　８月第１日曜の全国自然公園一斉清掃キャ

ンペーンに合わせ、クリーン阿寒（阿寒湖畔

エコミュージアムセンター運営推進協議会主

催）がオンネトー周辺で行われました。参加

者はアカエゾマツ純林探勝路清掃コース、湯

の滝遊歩道清掃コースなどに分かれ、森林浴

を楽しみながら清掃活動に汗を流しました。

　夏の全国高校総合体育大会（インターハイ）

で陸上男子１５００メートルに出場する足寄

高校陸上部の清水達也君（２年）が役場を訪

れ安久津勝彦町長に出場報告を行いました。

清水君は抱負を語り、安久津町長から激励さ

れました（インターハイは７月28日から沖縄

県沖縄市で開催されました）。

８.１ 清掃活動に汗を流す８.５ 七夕まつり
　あしょろ保育園どんぐりで七夕まつりが行

われました。浴衣や甚平姿の子どもたちがお

面やくじ引き、ヨーヨーなどの縁日コーナー

を楽しみました。会場の柳の木には、将来の

夢など子どもたちのさまざまな願い事が書か

れた手作りの短冊が飾られ、木の周りでは子

どもたちによる盆踊りが披露されました。

　足寄ライオンズクラブ（和知紀夫会長）が

足寄交番前で交通安全街頭啓発運動を行いま

した。会員ら14人は「シートベルト着用」「ス

ピードダウン」と書かれたたすきを掛け、通

過するドライバーにジュースや交通安全を呼

び掛けるパンフレットなどを手渡し、安全運

転を訴えました。

　すすめ�あしょろ☆冒険王「野外生活体験

�冒険王キャンプ in あしょろ」がネイパル

あしょろで開かれ24人が参加しました。子ど

もたちは、職員らの指導の下、班ごとに分か

れて協力しながらテント設営や夕食（カレー

ライス）作りを体験しました。２日目には、

虫捕りなどを行いました。

　核廃絶と戦争のない平和な世界への願いを

込めて平和の火を全道で走りつなぐ、反核平

和の火リレー（実行委員会主催）が行われま

した。参加者は、７月20日に宗谷管内の幌延

町を出発した火を本別町から受け継ぎ、反核

平和を訴えながら市街地を行進した後、陸別

町へ走りつなげました。

８.１ 交通安全を呼び掛ける

８.２ 反核平和の火リレー

9
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　足寄消費者協会の設立５周年記念講演会が

あしょろ銀河ホール21で行われ約50人が聴講

しました。しんどう医院の進藤正二院長が「中

高年の健康について」と題して、血圧コント

ロールの重要性やコントロール方法などを解

説。「家庭で朝と夜に血圧の測定をして自分

の血圧を確認しましょう」と話されました。

　第21回北海道新聞帯広支社杯全十勝市町村

対抗パークゴルフ大会が８月８日にときわコ

ースなどで開かれ、十勝管内から19市町村１

６６人が参加し熱戦を繰り広げました。町内

からは、男女各５人が出場し出場選手のスコ

アトータルで競われる団体戦で見事優勝を果

たしました。

８.９ 三井浩二さ
んの野球教室

８.８ 記念講演会

８.９ 優勝を報告

　平成22年足寄町戦没者追悼式が町民センタ

ーで行われ、遺族や来賓など約１００人が参

列しました。追悼のことばでは足寄高校生徒

会長の青木菜々子さ
んが「二度と戦争が起こら

ぬよう平和な社会の実現を誓います」と述べ、

参加者全員で戦争の犠牲となった本町関係者

１２１柱の冥福を祈りました。

　本町出身のプロ野球選手として埼玉西武ラ

イオンズで活躍し、今年３月に現役を引退し

た三井浩二さ
んの野球教室が里見が丘野球場で

行われました。足寄中学校野球部員19人が参

加し、三井さ
んから野球の基本となるキャッチ

ボールをはじめ守備や打撃、投球について指

導を受けました。

８.20 冥福を祈る

　

足
寄
町
の
皆
さ
ん
ジ
ャ
ン
ボ
（
こ
ん
に
ち

は
）
�
青
年
海
外
協
力
隊
リ
ポ
ー
ト
、
サ
フ

ィ
タ
ン
ザ
ニ
ア
最
終
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

自
身
は
今
月
27
日
に
２
年
間
の
任
期
を
終

え
帰
国
と
な
り
ま
す
。
バ
ガ
モ
ヨ
県
庁
地
域

開
発
課
に
配
属
さ
れ
て
２
年
、
何
か
大
き
な

事
を
成
し
遂
げ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

養
鶏
、
農
産
物
、
手
工
芸
な
ど
現
金
収
入
を

得
る
技
術
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
バ
ガ
モ
ヨ
県
の
人
々

の
生
活
が
良
く
な
る
よ
う
、
農
村
部
の
女
性

グ
ル
ー
プ
支
援
を
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す

る
中
で
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
人
々
に
教
え
て
も

ら
っ
た
事
、
気
付
か
せ
て
も
ら
っ
た
事
、
考

え
さ
せ
ら
れ
た
事
が
と
て
も
多
く
、
人
と
し

て
学
ぶ
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

初
回
か
ら
使
い
続
け
て
き
た
ス
ワ
ヒ
リ
語

の
あ
い
さ
つ
「
ジ
ャ
ン
ボ
」
は
覚
え
て
頂
け

ま
し
た
か
？

　

み
な
さ
ん
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
対
す
る
印
象

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　

地
図
上
で
は
日
本
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
は
と
て

も
遠
く
、
現
地
の
人
々
や
生
活
を
想
像
す
る

の
は
簡
単
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
足
寄
町
の

皆
さ
ん
に
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
い
う
国
、
文
化
、

人
、
生
活
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
っ
て
欲
し

い
、
興
味
を
も
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
で

リ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

で
き
る
だ
け
「
生
き
た
」
情
報
を
提
供
す
る

た
め
に
、
自
身
が
生
活
す
る
中
で
出
会
っ
た

事
、
経
験
し
た
事
を
中
心
に
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
タ
ン
ザ
ニ
ア
へ
支
援
を
開
始

し
て
今
年
で
30
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、

道
路
、
電
気
、
上
下
水
整
備
な
ど
国
の
根
幹

と
な
る
部
分
に
は
技
術
協
力
を
行
い
、
草
の

根
レ
ベ
ル
で
は
１
０
０
０
人
を
超
え
る
青
年

海
外
協
力
隊
員
を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。
長

年
に
わ
た
る
国
際
協
力
の
歴
史
が
あ
る
日
本

と
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
日

本
人
は
こ
の
事
を
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
。
一

方
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
人
は
日
本
人
を
ラ
フ
ィ
キ

（
友
達
）
と
呼
び
非
常
に
親
し
み
を
持
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

自
身
の
活
動
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
が
、

今
後
も
80
人
を
超
え
る
協
力
隊
員
が
タ
ン
ザ

ニ
ア
の
住
民
と
草
の
根
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
。
人
々
の
生
活
が
一
日
で
良
く
な
る
よ

う
な
魔
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
協
力
隊
員
は
日
々

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
現
地
の
人
々
と
共
に
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
政
府
と
共
に

そ
れ
ぞ
れ
奮
闘
し
続
け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
現
地
の
人
と
同
じ
目
線
に
立
ち
生
活
・

活
動
を
し
て
き
た
事
で
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
「
素
」

の
部
分
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
今
、
２
年
前

よ
り
も
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
い
う
国
、
人
を
好
き

に
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ア

サ
ン
テ
サ
ー
ナ
（
あ
り
が
と
う
）
タ
ン
ザ
ニ

ア
。
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学 習

生 涯

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

い
す
を
地
域
集
会
施
設
に
譲
り
ま
す

学 習

生 涯

生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

注
意
事
項

　

１　

応
募
自
治
会
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

２　

処
分
が
決
ま
っ
た
自
治
会
は
、
配
布

期
間
内
で
町
民
セ
ン
タ
ー
に
受
け
取

り
に
来
て
も
ら
い
ま
す

今
後
の
予
定

　

申

込

期

間　

９
月
15
日
㈬
～
30
日
㈭

　

処
分
先
決
定　

10
月
５
日
㈫

　

引

き

渡

し　

10
月
中
旬
を
予
定

　

教
育
委
員
会
で
は
、
宝
く
じ
助
成
金
を
活

用
し
て
購
入
し
た
い
す
を
町
民
セ
ン
タ
ー
に

配
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
こ
れ
ま
で
多

目
的
ホ
ー
ル
や
会
議
室
で
使
用
し
て
い
た
パ

イ
プ
い
す
の
一
部
を
廃
棄
処
分
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
パ
イ
プ
い
す
を
必
要
と

し
、
地
域
集
会
施
設
を
有
す
る
自
治
会
に
お

譲
り
し
ま
す
の
で
、
処
分
内
容
等
を
参
照
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
（
総
務
課
契
約
財
産
室
・
福
祉

課
保
健
福
祉
室
）
で
管
理
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
公
共
施
設
は
、
別
途

所
管
替
え
を
行
い
随
時
配
置
予
定
で
す
の
で
、

対
象
外
と
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
や
団
体
等
へ
の
お
譲
り
は
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

処
分
内
容

廃
棄
処
分
す
る
い
す　
　
　
　
　
　
　

80
脚

　

内
訳　

ひ
じ
あ
て
付
き　
　
　
　
　

30
脚

　
　
　
　

ひ
じ
あ
て
な
し　
　
　
　
　

50
脚

処
分
該
当
自
治
会

　

地
域
自
治
会
等
で
建
設
・
管
理
し
て
い
る

地
域
集
会
施
設
（
13
施
設
）
の
自
治
会

１
施
設
当
た
り
へ
の
処
分
数

　

１
施
設
に
10
脚
程
度

学 習

生 涯
第
49
回
足
寄
町
文
化
祭

作
品
展
出
展
者
募
集

　

第
17
回
足
寄
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主　
　

催　

足
寄
町

　
　
　
　
　

足
寄
町
生
涯
学
習
本
部

期　
　

間　

10
月
１
日
㈮
～
11
月
30
日
㈫

会　
　

場　

町
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

　
　
　
　
　

町
内
の
生
涯
学
習
関
連
施
設

内　
　

容　

町
民
芸
術
祭
、足
寄
町
文
化
祭
、

　
　
　
　
　

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
女
性
の
つ
ど
い
他

　
　
　
　
　

生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と
全
般

詳　
　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 

☎
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－

３
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生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
協
賛
事
業
の

「
第
49
回
足
寄
町
文
化
祭
」
で
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
全
館
を
展
示
会
場
と
し
て
、

書
道
や
絵
画
、
各
種
創
作
作
品
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
作
品
が
毎
年
出
展
さ
れ
、
文

化
祭
に
花
を
添
え
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
サ
ー

ク
ル
か
ら
個
人
の
出
展
ま
で
、
活
動
の
発
表

の
場
と
し
て
皆
さ
ん
の
作
品
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

展
示
期
間　

10
月
21
日
㈭
～
11
月
３
日
㈬

展
示
会
場　

町
民
セ
ン
タ
ー

募
集
作
品　

書
道
、
絵
画
、
陶
芸
作
品
、
生

け
花
、
創
作
人
形
、
そ
の
他
創

作
作
品
全
般

出 

展 

数　

一
人
３
点
ま
で

搬　
　

入　

10
月
19
日
㈫
・
20
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

搬　
　

出　

11
月
４
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

申
込
先
・
詳
細

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 

☎
25

－

３
１
８
８

　

教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭
教
育
を
は
じ
め

教
育
に
関
す
る
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎
25

－

４
９
７
６

（
よ・

・

・

・

・

く
な
ろ
う
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

学
校
生
活
、
異
性
、
交
友
、
い
じ
め
、

非
行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相

談

員

学 習

生 涯

教
育
相
談
電
話

平林　照雄

生涯学習推進アドバイザー

虫捕りや理科実験にもチャレンジ

ひじあて付きいすひじあてなしいす

村本　正幸

生涯学習推進アドバイザー

　

教
育
委
員
会
と
町
生
涯
学
習
研
究
所
生
涯

学
習
部
で
は
、
夏
休
み
の
児
童
の
居
場
所
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
「
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ

ク
ラ
ブ
」
を
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
夏
休
み
の
長
期
休
業
中
、

共
働
き
な
ど
で
保
護
者
が
日
中
、
自
宅
に
い

な
い
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
に
実
施

し
て
お
り
今
年
で
２
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

７
月
26
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で
の
期
間
中

（
土
・
日
除
く
）
町
民
セ
ン
タ
ー
の
体
育
文

化
団
体
連
絡
室
を
自
主
学
習
や
自
由
研
究
が

自
由
に
で
き
る
場
と
し
て
開
放
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
期
間
、
学
習
支
援
の
一
環
と
し
た

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
ん
す
う
ク
ラ
ブ
」（
全
７
回
）、

と
、
国
際
理
解
を
深
め
る
た
め
の
「
子
ど
も

英
語
ク
ラ
ブ
・
ペ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
」
（
全
６
回
）

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

「
さ
ん
す
う
ク
ラ
ブ
」
は
、
算
数
や
計
算

の
苦
手
な
児
童
た
ち
の
学
習
支
援
を
中
心
と

し
て
、
町
生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

講
師
に
、
参
加
者
を
低
・
中
・
高
学
年
に
分

け
て
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
「
ペ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
」
で
は
、
国
際
交

流
員
の
リ
ア
・
パ
ー
さ
ん

を
講
師
に
、
英
語
を

使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
国
際
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

詳　
　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

 

☎
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－

３
１
８
８

13



14

博
物
館
情
報

フ
ォ
ス
ト
リ
ー
へ
Ｇ
Ｏ

「
恐
竜
立た

て

版ば
ん

古こ

」
全
国
へ

　

こ
の
夏
新
た
に
制
作
・
販
売
し
た
「
立
版

古
」
が
好
評
で
す
。
学
芸
員
が
説
明
す
る
作

り
方
教
室
に
は
43
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
立
版
古
」
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝

統
的
な
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
、
独
特
の
立

体
感
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
博
物
館

の
グ
ッ
ズ
シ
ョ
ッ
プ
で
も
売
れ
行
き
好
調
で

２
カ
月
で
１
０
０
個
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
９
日
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
を
し
、

全
国
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
改
良
を
重

ね
足
寄
の
化
石
の
普
及
に
役
立
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

詳　

細　

博
物
館 

☎
25

－

９
１
０
０

総
合
体
育
館
情
報

イ

チ

オ

シ
！

体
育
館
の
使
用
制
限
に
つ
い
て

　

足
寄
中
学
校
の
屋
内
体
育
館
改
築
工
事
に

伴
い
、
授
業
・
行
事
・
部
活
動
等
へ
の
支
障

を
軽
減
す
る
た
め
に
、
４
月
か
ら
総
合
体
育

館
ア
リ
ー
ナ
を
中
学
校
屋
内
体
育
館
の
代
替

施
設
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
中
旬
か
ら
は
、
次
の
と
お
り
町
民
の

皆
さ
ん
の
使
用
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
願
い
ま
す
。

10
月
中
旬
～
12
月
下
旬
・
２
月

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
20
分

１
月
（
冬
休
み
期
間
を
除
く
）

平
日
（
月
・
木
）
午
後
３
時
～
６
時
20
分

（
火
・
水
・
金
）
午
後
４
時
～
６
時
20
分

詳　

細　

総
合
体
育
館 
☎
25

－

３
１
９
１

図

書

室

ほ
っ

と

情

報

好
評
�
特
集
コ
ー
ナ
ー

　

図
書
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後
か

ら
、
と
て
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
特
集
コ
ー
ナ
ー
や
貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ

コ
ー
ナ
ー
は
、
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
特
集
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ミ
ス
テ

リ
ー
本
や
ホ
ラ
ー
本
の
特
集
を
組
み
、
お
薦

め
の
本
を
分
か
り
や
す
く
配
置
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
特
集
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

詳　

細　

図
書
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）
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新

刊

案

内

一
般
書

乙
女
の
密
告（
第
１
４
３
回
芥
川
賞
受
賞
作
品
）

 

赤
染　

晶
子

ゆ
ん
で
め
て 

畠
中　
　

恵

ブ
レ
イ
ズ
メ
ス
１
９
９
０ 

海
堂　
　

尊

あ
ん
じ
ゅ
う

－

三
島
屋
変
調
百
物
語
事
続

－

 

宮
部
み
ゆ
き

呉
越
春
秋　

湖
底
の
城
１
巻 

宮
城
谷
昌
光

西
巷
説
百
物
語 

京
極　

夏
彦

終
わ
ら
ざ
る
夏　

上
・
下 

浅
田　

次
郎

一
週
間 

井
上
ひ
さ
し

ふ
た
り
の
距
離
の
概
算 

米
澤　

穂
信

今
日
を
刻
む
時
計 

宇
江
佐
真
理

児
童
書

ホ
ネ
ホ
ネ
す
い
ぞ
く
か
ん 

松
田　

素
子

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
森
で 

市
川　

洋
介

く
ま
の
つ
き
の
わ
く
ん 

片
山　

令
子

ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
！ 

田
部　

智
子

こ
こ
か
ら
ど
こ
か
へ 

谷
川
俊
太
郎

だ
れ
か
が
ぼ
く
を 

内
田
麟
太
郎

じ
ゃ
が
い
も
ポ
テ
ト
く
ん 

長
谷
川
義
史

ね
ず
み
さ
ん
の
お
か
い
も
の 

多
田
ヒ
ロ
シ

う
が
い
ラ
イ
オ
ン 

ね
じ
め
正
一

ま
い
ご
の
し
ろ
く
ま　

ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン

社
会
教
育
事
業
の
お
知
ら
せ

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
話
し
会

開
催
日　

９
月
18
日
㈯　

10
月
16
日
㈯

　
　
　
　

11
月
20
日
㈯　

12
月
18
日
㈯

時　

間　

午
後
１
時
～
２
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
図
書
室

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
中
学
年

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日　

９
月
25
日
㈯　

11
月
27
日
㈯

　
　
　
　

12
月
25
日
㈯

　
　
　
　

※
10
月
は
お
休
み
で
す

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

詳　

細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
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●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日　

10
月
12
日
㈫　

11
月
９
日
㈫

　
　
　
　

12
月
14
日
㈫

時　

間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

対　

象　

乳
幼
児
～
幼
児

詳　

細　
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

 

☎
25

－

７
４
８
７

子
育
て
・
家
庭
教
育

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

　

「
す
く
す
く
」

開
催
日　

９
月
16
日
㈭　

10
月
14
日
㈭

　
　
　
　

11
月
18
日
㈭　

12
月
９
日
㈭

時　

間　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
日

開
催
日　

９
月
28
日
㈫　

10
月
19
日
㈫

　
　
　
　

11
月
16
日
㈫

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

生
涯
学
習
事
業

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

10
月
１
日
㈮
～
14
日
㈭

　
　

足
寄
中
学
校
学
校
祭
展

10
月
４
日
㈪
～
11
日
㈪

　
　

防
火
週
間
入
選
作
品
展

10
月
21
日
㈭
～
11
月
３
日
㈬

　
　

足
寄
町
文
化
祭
作
品
展

11
月
19
日
㈮
～
12
月
５
日
㈰

　
　

小
中
学
校
作
品
展

12
月
７
日
㈫
～
17
日
㈮

　
　

ぱ
く
ち
ゃ
ん
日
本
一
周
の
思
い
出
展

（仮）

※
出
展
希
望
者
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
第
31
回
足
寄
町
女
性
の
つ
ど
い

日　

時　

11
月
28
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
15
分

と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

主　

催　

女
性
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

内　

容　

基
調
講
演
「
出
会
い
を
生
か
せ
ば

道
は
開
け
る
」

　
　
　
　

講
師　

中
村
文
昭
氏
（
実
務
家
）

　
　
　
　

ほ
か

そ
の
他　

詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い
自
治
会
回

覧
等
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

社
会
体
育
事
業

●
第
31
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
兼

　

第
16
回
町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

開
催
日　

10
月
11
日
（
月
・
祝
日
）

場　

所　

陸
上
競
技
場
ほ
か

対　

象　

町
民
（
幼
児
か
ら
一
般
）

参
加
料　

無
料

詳　

細　

総
合
体
育
館

●
元
気
ア
ッ
プ
健
康
教
室

開
催
日　

11
月
10
日
㈬
・
17
日
㈬
・
24
日
㈬

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場　

所　

総
合
体
育
館
ほ
か

対　

象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳　

細　

総
合
体
育
館

お
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

９
月
か
ら
12
月
ま
で
の
主
な
事
業
予
定

部活動に励む中学生

開
催
日　

11
月
15
日
㈪

時　

間　

開
場　

午
後
６
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

午
後
７
時
～

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

出　

演　

ジ
ュ
ン
コ
＆
チ
ー
プ

　
　
　
　
　

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
の
元

メ
ン
バ
ー
で
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
の
チ
ー
プ
広
石
と
千
歳
市
出
身

の
ジ
ュ
ン
コ
の
ユ
ニ
ッ
ト
。
北
海

道
１
８
０
市
町
村
公
演
の
一
環
と

し
て
開
催
し
ま
す
。

入
場
料　

無
料　

※
整
理
券
を
配
布
し
ま
す

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

15
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第32回

家族で安心して暮らすために

町民
防災講座

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。「
政
府
、

地
方
公
共
団
体
等
関
係
諸
機
関
を
は
じ
め
、

広
く
国
民
が
台
風
や
高
潮
、
津
波
、
地
震
等

の
災
害
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
こ
れ
に

対
処
す
る
心
構
え
を
準
備
す
る
」
た
め
の
日

で
す
。
１
９
２
３
年
の
同
日
、
近
代
日
本
で

最
大
の
被
害
を
出
し
た
「
関
東
大
震
災
」
が

発
生
し
た
こ
と
か
ら
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
に
は
、
全
国
で
防
災
訓
練
や
防
災

に
関
わ
る
講
演
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
に
一
度
で
も
「
防
災
」
に
つ
い
て
考
え
、

家
族
や
地
域
の
人
と
話
し
合
う
機
会
が
で
き

れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
い
に
役
立
つ

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

以
前
私
は
、
家
族
や
近
所
の
人
と
防
災
に

つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら
話
し
て
お
く
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
る
話
に
出
会
い
ま
し
た
。
今
回

は
そ
の
話
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
９
２
６
年
の
十
勝
岳
の
噴
火
に
伴
っ
て

発
生
し
た
泥
流
は
、
フ
ラ
ヌ
イ
川
（
現
在
の

富
良
野
川
）
を
流
下
し
、
ふ
も
と
の
集
落
を

次
々
に
の
み
込
ん
で
、
合
計
１
４
４
人
の
犠

牲
者
を
出
す
大
惨
事
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

日
新
地
区
（
上
富
良
野
町
）
は
特
に
被
害
が

深
刻
で
、
32
戸
の
う
ち
30
戸
が
全
壊
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
地
区
の
中
で
、

Ｓ
さ
ん
一
家
11
人
は
、
一
人
の
犠
牲
も
出
す

こ
と
な
く
助
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
に
日
に
十
勝
岳
の
鳴
動
が
激
し
く
な
る

中
、
毎
夕
食
時
に
父
親
が
「
川
の
増
水
、
異

常
出
水
の
場
合
は
、
高
地
へ
避
難
す
る
こ
と
」

「
子
ど
も
た
ち
は
必
ず
一
緒
に
行
動
し
、
小

さ
な
も
の
を
か
ば
い
、
互
い
に
助
け
合
う
こ

と
」
と
い
っ
た
こ
と
を
話
し
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
行
動
を
子
ど
も
た
ち
に
具
体
的
に
指

示
し
て
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
次
男
に
は
、
大
雨
が
降
っ
た
と
き

に
川
の
様
子
を
見
て
異
常
が
あ
れ
ば
知
ら
せ

る
こ
と
、
長
男
に
は
避
難
時
に
馬
を
連
れ
て

逃
げ
る
こ
と
、
長
女
に
は
四
女
を
背
負
っ
て

他
の
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
逃
げ
る
と
い
っ

た
こ
と
で
す
。

　

人
は
災
害
時
に
、
と
っ
さ
に
適
切
な
行
動

を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
度
で
も
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
行
動
を
話
し
て
お
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
大
切
な

人
の
命
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
宅
か
ら
一
番
近
い
避
難
所
や
そ
こ
へ
行

く
ま
で
の
道
、
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
き
の
連
絡
方
法
な
ど
を
こ
の
「
防
災
の

日
」
を
き
っ
か
け
に
、
今
一
度
、
家
族
で
確

認
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

（
環
境
防
災
総
合
政
策
研
究
機
構

 

主
任
研
究
員　

伊
藤
晋
）

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
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大
泥
流
が
集
落
を
襲
っ
た
そ
の
日
、
Ｓ
さ

ん
一
家
は
、
父
親
の
日
ご
ろ
の
指
示
通
り
に

行
動
し
、
直
下
を
泥
流
が
通
り
過
ぎ
る
中
、

全
員
が
高
台
に
避
難
し
て
、
難
を
逃
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

難
視
聴
地
域
の
視
聴
対
策

足
寄
町
民

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

こ
れ
ま
で
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
地
上
ア

ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
23
年
６
月
末
で
通
常

番
組
が
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
に
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
へ
の
準
備
が

必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
町
内
電
器
店
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
地
デ
ジ
難
視
聴
地
区
の
情
報
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
地
デ
ジ
が
視
聴
で
き
な
い
可

能
性
の
あ
る
自
治
会
の
各
世
帯
に
対
し
、
受

信
状
況
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
地
デ
ジ
が

見
ら
れ
な
い
可
能
性
の
高
い
地
域
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
地
デ
ジ
へ
の
準
備
を
さ
れ
て
い

な
い
世
帯
が
多
く
、
低
い
回
答
率
と
な
り
ま

し
た
。
中
で
も
、
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
（
Ｖ

Ｈ
Ｆ
と
Ｕ
Ｈ
Ｆ
）、
地
デ
ジ
、
衛
星
放
送
の

違
い
を
ご
理
解
さ
れ
て
い
な
い
方
が
多
く
見

受
け
ら
れ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。例
え
ば
、

ア
ン
テ
ナ
を
数
メ
ー
ト
ル
移
動
す
る
、
ア
ン

テ
ナ
や
増
幅
器
（
ブ
ー
ス
タ
ー
）
を
交
換
な

ど
す
る
こ
と
で
視
聴
可
能
と
な
る
場
合
も
あ

り
、
受
信
可
能
か
否
か
の
判
別
が
非
常
に
難

し
い
こ
と
か
ら
専
門
業
者
に
委
託
し
て
地
デ

ジ
電
波
の
到
達
範
囲
お
よ
び
難
視
聴
世
帯
の

完
全
な
把
握
と
、
そ
の
対
応
策
の
具
体
的
な

　

８
月
29
日
、
第
８
回
足
寄
町
民
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
町
内
３
カ
所
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
と
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
16
の
自
治
会
地
区
連
合
会
か
ら
28
チ

ー
ム
１
６
５
人
が
出
場
し
た
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

競
技
と
８
地
区
60
人
が
出
場
し
た
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
競
技
で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
目
指
し

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
選
手
の
応
援
に
来
た
方
や

少
年
団
に
所
属
し
て
い
る
小
学
生
ら
を
対
象

に
し
た
交
流
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー
ム
や
パ
ン
食
い
競
争

な
ど
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

成
績　

優　

勝

：

緑
栄
連
合
会

　
　
　

準
優
勝

：

西
区
連
合
会

　
　
　

３　

位

：

中
島
区
連
合
会

検
討
を
本
年
冬
ま
で
に
実
施
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
視
聴
で
き
る
が
、

地
デ
ジ
が
視
聴
で
き
な
い
ご
家
庭
に
は
、
地

デ
ジ
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
２
波
と
日
本
テ
レ
ビ
、
Ｔ

Ｂ
Ｓ
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
テ
レ
ビ
朝
日

の
民
放
キ
ー
局
）
を
衛
星
放
送
に
よ
り
視
聴

す
る
「
衛
星
に
よ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
（
安

全
策
）」
の
仕
組
み
を
国
が
無
料
で
用
意
し

て
い
ま
す
。
暫
定
的
に
は
、
こ
の
方
式
に
よ

り
地
デ
ジ
を
視
聴
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
芽
登
・
喜
登
牛
地
区
お
よ
び
稲
牛

地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
が
整
備
す
る
携

帯
電
話
伝
送
路
を
活
用
し
た
施
設
を
本
年
度

中
に
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

町
で
は
、
国
や
放
送
事
業
者
と
と
も
に
、

来
年
７
月
に
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
い
世
帯
が

発
生
し
な
い
よ
う
対
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
具
体
的
な
難
視
聴
地
区
の
対
応
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
調
査
結
果
が
出
る
本
年
12
月

ご
ろ
に
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
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　町内の各団体、サークルの皆さんが一堂に会

し、日ごろの活動の成果を披露します。ブラス

バンド、ギター演奏等秋の夜長に、美しい音色、

歌声をお楽しみください。多数のご来場をお待

ちしています。

日　　時　９月25日㈯　午後６時開演

場　　所　本別町中央公民館大ホール

出演団体

　本別ジュニアブラスアンサンブル、本別高等

学校吹奏楽部、本別ブラスアンサンブル、おや

じバンド

詳　　細　本別町中央公民館内文化振興担当

 ☎２２－５１１１

第38回本別町音楽祭 第２回ふるさと銀河線

りくべつ鉄道まつり

　今年も婚カツ列車が発車します。しばれ君の

ふわふわドームも登場します。

日　　時　９月19日㈰　午前10時－午後４時

場　　所　駅前多目的広場

イベント

　銀河線縁日開店、ふわふわドーム（しばれ君）、

バルーンアート、婚カツ列車発車、陸小ソーラ

ン踊り、リコーダーミニコンサート、子供ビン

ゴ大会、鉄道グッズオークション、カントリー

ボーイショー、お笑いステージショー、大抽選

会

詳　　細　陸別町観光協会事務局

 ☎２７－２１４１

お知らせ
地上デジタル放送
無料受信相談会

新人を紹介します
宝くじは地域づくりに
役立っています

　現在の地上アナログ放送は平成

23年６月末までに通常放送が終了

します。７月１日以降はお知らせ

画面等の表示が中心となり、７月

24日までに地上デジタル放送に完

全移行します。アナログ放送をご

視聴の方は、地上デジタル放送で

ご覧いただくための受信準備が必

要となります。

　総務省北海道東テレビ受信者支

援センター（デジサポ）では無料

相談会を開催します。気軽にご相

談ください。

日　　時　９月27日㈪－28日㈫
午前９時30分－午後３時30分

場　　所　役場庁舎１階ロビー

　　　　　（道銀派出所前）

詳　　細 役場総務課企画財政室

 企画調整担当

 ☎２５－２１４１内線３１４

　コミュニティ助成事業は、財団

法人自治総合センターが宝くじの

普及広報事業費として受け入れる

受託事業収入を財源として、自治

会等の行うコミュニティ活動を促

進し、その健全な発展を図るとと

もに宝くじの普及広報を目的とし

て行われるものです。

　平成22年度は、コミュニティ活

動の推進を図るため、町内のコミ

ュニティ組織が、講演会やイベン

トを行う際に貸し出す備品（演台、

司会者台、いす）を町民センター

に整備しました。

　このように宝くじは、地域で活

用され広く社会に役立っています。

・年齢　22歳

・出身　網走市

・趣味　料理、ドライブ

「皆さんこんにちは。私の笑

顔で皆さんを元気にできたら

と思い足寄町にやってまいり

ました。新たな土地で多くを

学び、成長していけるよう頑

張ります。町内で見掛けた際

は、声を掛けてください」

植
物
に
必
要
な
の
は

太
陽
の
光
と
水
や

養
分
で
す
。
海
中
の
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
海
藻
は
、

水
中
で
光
を
浴
び
な
が
ら

周
囲
の
水
に
溶
け
込
ん
だ

養
分
を
吸
収
し
ま
す
。
植

物
が
陸
上
に
進
出
し
た
と
き
、
そ
れ

ま
で
周
囲
に
同
時
に
存
在
し
た
光
と

養
分
が
天
空
と
地
下
に
分
断
さ
れ
ま

し
た
。

　

植
物
は
陸
上
に
進
出
す
る
に
あ
た

り
、
地
下
の
水
や
養
分
を
得
る
た
め

の
根
を
作
り
ま
し
た
。
根
が
な
け
れ

ば
植
物
は
水
辺
に
張
り
付
い
た
ま
ま

で
、
限
ら
れ
た
陸
上
動
物
し
か
養
え

ず
、
人
間
も
存
在
し
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
。
加
え
て
植
物
は
根

を
発
達
さ
せ
る
こ
と
で
、

天
空
の
光
を
求
め
る
葉
を

配
置
す
る
た
め
の
丈
夫
な

幹
を
支
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

か
く
し
て
陸
上
に
進
出
し

第69回『根がもたらしたもの』
（九州大学北海道演習林　菱拓雄）

た
植
物
た
ち
は
天
空
の
光
を
巡
っ
て

背
比
べ
を
始
め
ま
し
た
。
背
比
べ
競

争
に
最
も
成
功
し
た
の
が
樹
木
で
す
。

　

植
物
の
最
も
特
徴
的
な
機
能
は
葉

に
よ
る
光
合
成
で
す
。
し
か
し
わ
れ

わ
れ
が
普
段
目
に
し
な
い
根
の
発
明

と
進
化
が
、
今
見
ら
れ
て
い
る
自
然

環
境
や
農
業
活
動
を
可
能
に
し
た
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。実
際
、

植
物
は
根
を
作
る
の
に
と
て
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
森
林
で
毎
年
土
の

中
で
作
ら
れ
て
死
ん
で
い
く
根
の
量

は
、
落
ち
葉
の
量
と
同
じ
か
、
も
っ

と
多
い
の
で
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

☎
25

－

２
６
０
８

アカエゾマツの立派

な樹体を支えている

のはもちろん根
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ネ
ト
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物
語

日　
　

時　

９
月
26
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

場　
　

所　

オ
ン
ネ
ト
ー
国
設
野
営
場

内　
　

容

・
自
然
ふ
れ
あ
い
教
室

・
あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
出
店
コ
ー
ナ
ー

・
農
産
物
無
料
試
食
お
よ
び
特
売
コ
ー
ナ
ー

・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示

・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
表
彰
式

・
オ
ン
ネ
ト
ー
コ
ン
サ
ー
ト

※
雨
天
の
場
合
は
一
部
内
容
を
変
更
し
て
実

施
し
ま
す
。

無
料
送
迎
バ
ス
運
行

詳　
　

細　

あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会

 

☎
25

－

６
１
３
１

　

オ
ン
ネ
ト
ー
の
散
策
路
で
森
に
親
し

む
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加
く
だ
さ
い

（
定
員
各
50
人
）。
申
し
込
み
は
当
日

会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

①
雌
阿
寒
岳
登
山
コ
ー
ス

　

受
付

：

午
前
６
時
～
６
時
30
分

　
　
　
　

雌
阿
寒
温
泉
前
広
場

②
オ
ン
ネ
ト
ー
湖
岸
遊
歩
道
コ
ー
ス

③
湯
の
滝
遊
歩
道
コ
ー
ス

　

各
受
付

：

午
前
９
時
30
分
～
10
時

　
　
　
　

オ
ン
ネ
ト
ー
国
設
野
営
場

午
前
８
時
30
分
発
→
午
前
９
時
30
分
着

午
後
３
時
15
分
着
←
午
後
２
時
15
分
発

あ
し
ょ
ろ
銀
河

ホ
ー
ル
21

オ
ン
ネ
ト
ー

国
設
野
営
場

行
き

帰
り

伊藤　理江
国民健康保険病院看護師
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足寄消防署募集人員、受験資格

・１人募集（一般消防職）、昭和62年４月２日以降の生まれで平成23年

３月末日までに高等学校卒業または卒業見込みの人

本別消防署募集人員、受験資格

・１人募集（救急救命士）、昭和61年４月２日以降の生まれで救急救命

士の資格を有する人、または受験資格を有する人（平成23年３月末日

までに受験資格を有する見込みの人を含む）

共通事項

・採用された町に居住できる人

・普通自動車（オートマチック限定は除く）または大型自動車運転免許

を取得している人（平成23年３月末日までに取得見込みを含む）

　※大型自動車運転免許の未取得者は、採用後の取得が必要です

・色覚、聴覚、言語および運動機能等に支障がなく、両眼視力（矯正含

む）が０．８以上の人

・日本国籍を有し、地方公務員法第16条の欠格条項に該当しない人

申込書の請求

　足寄町、本別町のホームページからダウンロードが可能です。郵送に

よる請求は、封書の表に「職員採用試験申込書請求」と朱書きして、３

００円切手（特定記録郵便利用のため）を張ったあて先明記の返信用封

筒（長型３号）を必ず同封してください。

募集期間　９月15日㈬まで

採用予定日　平成23年４月１日

※試験種目など詳しくはお問い合わせください。

請求先・詳細 〒０８９－３７０１　足寄町北１条４丁目52番地

 池北三町行政事務組合消防本部消防課

 ☎２５－３６０１

日　　時　10月２日㈯午後５時－

３日㈰午後３時30分

場　　所　九州大学北海道演習林

内　　容　十勝の森の現況、樹木

の見分け方、野外実習等

対　　象　高校生以上、定員15人

申込締切　９月24日㈮
申込先・詳細

 九州大学北海道演習林

 ☎２５－２６０８

日　　時　９月23日㈭祝日

午後１時30分－　※雨天中止

場　　所　足寄神社常設土俵

参加対象　幼児、小学生、中学生

競技内容　トーナメント戦ほか

※参加賞のほか入賞者には賞状や

メダル、副賞などを用意してい

ます。

申込先・詳細

 足寄子供相撲大会実行委員会

 ☎０９０－７６５５－９８５６

日　　程　11月５日㈮－７日㈰
募集人数　10人

対　　象　農業・農村に関心のあ

る20歳以上の独身女性

参�加�費　３，０００円

※集合解散地の帯広駅までは往復

自費での参加になります。

申込締切　９月30日㈭
申込先・詳細 農業委員会事務局

 ☎２５－２１４１内線２８２

募　　集

お知らせ

池北三町行政事務組合消防職員募集

九州大学公開講座

第４回足寄子供相撲大会

第２回農業青年との
婚活ツアー参加者募集

子ども手当の申請は
９月30日までに

法務局「なるほど講座」
公証役場「公証人講座」

新築住宅の税額軽減措置

家屋実地調査にご協力を

家屋を取り壊した方へ

東京と足寄を結ぶ
ふるさと会について

９・10月は自動車点検
整備推進運動強化月間

道障がい者条例を
ご存じですか

　今年４月から子ども手当制度が

始まりました。子ども手当は、次

代の社会を担う子どもの健やかな

育ちを社会全体で応援するため、

中学校修了までの子ども１人につ

き月額１万３千円を親等に支給す

る制度です。今年４月分からの子

ども手当を受給するためには、９

月30日までの申請が必要です。ご

注意ください。

対象者

・今年３月末現在、児童手当を受

給されていた方で、新たに子ど

も手当の支給対象となる子ども

（中学生２、３年生）を養育し

ている方

・今年３月末現在、児童手当を受

給されていない方で、子ども手

当の支給対象となる中学校修了

前の子どもを養育している方

申請先・詳細

 役場福祉課保健福祉室福祉担当

 ☎２５－２１４１内線１４４

　法務局の業務と公証役場が取り

扱う業務を説明します。参加料は

無料です。気軽に参加ください。

日　　時　10月２日㈯
①午前10時30分－正午

②午後１時30分－３時30分

内　　容

①相続と登記

②遺言制度とその周辺について

場　　所　帯広市とかちプラザ

定　　員　各講座40人

申込期間　９月28日㈫まで

申込先・詳細

 釧路地方法務局帯広支局総務課

 ☎０１５５－２４－５８２３

　今年中に建設する住宅について、

床面積などが一定の要件に該当す

る場合は、来年度から課税される

固定資産税が一定期間減額されま

す。減額には「新築住宅に対する

固定資産税の減額の規定の適用を

受けようとする申告書」の提出が

必要です。

詳細 役場住民課税務室賦課担当

 ☎２５－２１４１内線２３３

　今年、家屋（車庫・物置を含む）

を新築・増築・改築した方を対象

に、家屋の実地調査を行っていま

す。この調査は固定資産税の評価

額を算出するために、家屋の間取

りや使用素材を確認させていただ

くものです。また２年後の評価替

えに向けて、家屋や土地の課税漏

れや軽減措置の適用が正しくされ

ているか固定資産評価補助員が実

地調査を行っています。皆さんの

ご協力をお願いします。

詳細 役場住民課税務室賦課担当

 ☎２５－２１４１内線２３３

　今年中に取り壊した家屋には、

来年度から固定資産税がかかりま

せん。まだ届け出されていない方

は「家屋滅失届」を提出してくだ

さい（法務局への滅失登記をした

ものは除きます）。なお、お電話

での連絡も受け付けます。

詳細 役場住民課税務室賦課担当

 ☎２５－２１４１内線２３３

　第31回東京と足寄を結ぶ・ふる

さと会が10月30日㈯に東京都で開

催されます。毎年多くの方が集ま

り、交流、交歓を深めています。

　東京都や近県に住んでいる足寄

町出身やゆかりのある、ふるさと

会に登録されていない方のお名前

と住所をお知らせください。

　足寄からふるさと会に出席を希

望する方はお問い合わせください。

詳　　細

 役場総務課総務室広報広聴担当

 ☎２５－２１４１内線３３４

キャッチコピー

「しっかり、点検。うまれる、安

心。」～点検・整備は、安全とエ

コにつながります。～

詳　　細 道運輸局帯広運輸支局

 ☎０１５５－３３－３２８１

　この条例は平成22年４月１日か

ら全面的に施行されています。条

例の主な施策の柱は次の３つです。

・市町村が進める障がい者の暮ら

しやすい地域づくりの取り組み

を支援します。

・地域で生き生きと暮らせるよう、

障がい者の就労支援を推進しま

す。

・障がい者の権利擁護や地域の課

題の解決に努めます。

詳細 十勝総合振興局保健環境部

 ☎０１５５－２６－９０７９

詳　　細 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

自衛官募集

募集種目 募集資格 受付期間 試　験　日

防衛大学校
学生 高卒（見込みを含

む）21歳未満の方 10月１日
まで

１次　11月６、７日
２次　12月14－18日

防衛歯科
大学校学生

１次　10月30、31日
２次　12月８－10日

看護学生
高卒（見込みを含
む）24歳未満の方

１次　10月23日
２次　11月20、21日



編集後記

今月の表紙

　８月15日に行われた「足寄ふるさと盆

踊り」でのスナップです。

 （⇒２－３ページ）　
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☆「雨の中の花火大会はこりごり」。

私は２年前の編集後記にこう書き

ました。

☆今年の天気はというと雨。しかも

２年前よりも雨の勢いが強かった

と思います。花火大会のときには

ちょうど雨がやんだのですが、盆

踊りのときには勢いよく雨が降っ

ていました。雨にぬれないよう、

かっぱを着てカメラにビニール袋

をかけて撮影。カメラが壊れない

かとひやひやしました。

☆２年前の言葉を訂正します。「雨

の中の写真撮影はこりごり」です。

中鉢　香
こ

好
この

ち
  ゃ
   ん

（平成20年９月１日生まれ）

　３姉妹の末っ子で一番やん

ちゃです。静かだなと思うとど

こかでいたずらをしています。

いつまでもかわいらしい香好で

いてね。

博文・直子さ
んの子

（西町４丁目）
赤間　聡

そう

太
た

ち
  ゃ
   ん

（平成20年８月13日生まれ）

　頑固者だけど、とっても甘え

ん坊。はたらく車が大好きで、

続けて何回も同じ本を読まされ

ます。明るく元気に、でもゆっ

くり大人になってほしいです。

恵一・裕美さ
んの子

（北３条２丁目）

佐藤　美
み

羽
う

ち
  ゃ
   ん

（平成20年９月３日生まれ）

　いつも笑顔で幸せいっぱいの

美羽。お兄ちゃんをいじめすぎ

ることもあるけれど、これから

もしっかり者のお姉ちゃんとし

て頑張ってね。

圭一・留美さ
んの子

（白糸）

編集後記

掲載を希望される方は、役場総務課総務室広報広聴担当まで

ひとのうごき

８月末の住民基本台帳

人　口　　７，８７４　人　（－１)

　男　　　３，８２３　人　（＋４)

　女　　　４，０５１　人　（－５)

世　帯　　３，６６０世帯（＋３)

　　　　　　　（　）内は前月比


